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第147号

　
道
内
最
大
の
写
真
公
募
展
で
あ
る
「
写
真
道

展
」
が
第
69
回
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
度
、
こ
の
伝
統
あ
る
写
真
道
展
の
審
査
委

員
長
に
指
名
を
頂
き
ま
し
た
。

　
長
年
道
写
協
の
会
員
と
し
て
継
続
し
て
来
た
ご

恩
に
報
い
る
た
め
に
も
、
微
力
で
あ
り
ま
す
が
、

伝
統
の
一
雄
に
貢
献
で
き
る
喜
び
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　
私
が
写
真
道
展
に
応
募
し
た
の
は
、
第
21
回
か

ら
で
そ
の
後
、
約
20
年
か
け
て
会
友
に
な
り
、
更

に
、
約
10
年
、
平
成
14
年
に
審
査
会
員
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
間
、
写
真
の
世
界
は
大
き
く
変
わ

り
、
モ
ノ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
か
ら
カ
ラ
ー
フ
イ
ル

ム
、
そ
し
て
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
・
デ
ジ
タ
ル
写
真

と
、
ま
た
、
写
真
を
作
る
う
え
で
も
薬
を
溶
か
し

温
度
調
節
を
し
て
、
暗
室
の
中
で
フ
イ
ル
ム
現
像

や
引
き
伸
ば
し
、
プ
リ
ン
ト
現
像
な
ど
、
楽
し
く

と
も
大
変
な
作
業
で
し
た
。
今
日
で
は
、
写
真
機

材
等
の
進
展
に
よ
り
、
星
空
の
撮
影
を
始
め
1
日

中
撮
影
が
可
能
で
あ
り
、
自
家
で
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ

ト
を
駆
使
し
て
好
き
な
様
に
写
真
作
り
が
で
き
る

時
代
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
写

真
の
出
来
栄
え
に
大
き
な
差
を
生
み
だ
し
て
い
る

事
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
写
真
の
最
後
の
プ
リ
ン

ト
の
仕
上
が
り
が
審
査
の
重
要
な
要
件
に
な
る
こ

と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

応
募
に
あ
た
り

　
基
本
的
に
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
応
募

規
定
を
よ
く
読
ん
で
守
る
こ
と
。
特
に
、
応
募
時

に
、
他
の
コ
ン
テ
ス
ト
等
に
類
似
作
品
も
含
め

て
、
応
募
さ
れ
て
い
な
い
か
十
分
チ
ェ
ッ
ク
し

て
、
ま
た
、
応
募
点
数
が
各
部
門
1
人
5
点
以
内

と
な
り
ま
す
の
で
、（
第
4
部
学
生
は
、
3
点
以

内
）
各
自
作
品
を
絞
り
こ
ん
で
自
分
の
目
で
良
い

作
品
を
選
ん
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

第
1
部
（
自
由
）

　
自
由
部
門
は
、
撮
影
地
が
海
外
で
も
よ
く
、
デ

ジ
タ
ル
処
理
で
二
次
的
画
像
加
工
（
削
除
・
添

加
）
も
可
能
で
、
人
物
、
生
活
、
風
土
、
造
形
な

ど
幅
広
く
作
品
作
り
が
出
来
る
部
門
で
す
。
日
常

の
中
で
起
き
た
出
来
事
な
ど
、
個
性
的
、
創
造
性

の
あ
る
作
品
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

第
2
部
（
観
光
・
産
業
）

　
観
光
・
産
業
部
門
は
、
撮
影
地
が
北
海
道
に
限

ら
れ
、
そ
の
場
所
が
判
別
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
又
、
デ
ジ
タ
ル
処
理
で
二
次
的
画
像
加

工
（
削
除
・
添
加
）
は
、
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
注
意
願
い
ま
す
。

　
観
光
は
、
観
光
的
風
景
・
史
跡
・
文
化
財
的
建

造
物
・
祭
り
・
郷
土
芸
能
な
ど
、
ま
た
、
産
業

は
、
農
業
・
漁
業
・
工
業
な
ど
躍
進
す
る
産
業
の

姿
や
、
そ
こ
に
働
く
人
々
の
生
き
生
き
し
た
様
子

な
ど
、
建
設
的
で
創
造
性
に
富
ん
だ
作
品
を
期
待

い
た
し
て
い
ま
す
。

第
3
部
（
ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
）

　
ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
部
門
は
、
日
本
一
大
自
然

の
残
る
北
海
道
の
雄
大
な
風
景
や
、
そ
こ
に
住
む

野
生
動
植
物
の
美
し
さ
や
生
命
力
、
神
秘
的
な
自

然
現
象
を
対
象
に
、
創
意
に
充
ち
た
作
品
を
期
待

い
た
し
て
い
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
処
理
で
二
次
的
画
像
加
工
（
削
除
・

添
加
）
は
、
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
注
意
願
い

ま
す
。
ま
た
、
建
物
・
人
工
物
・
人
間
等
が
点
景

と
し
て
映
っ
て
い
る
場
合
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

第
4
部
（
学
　
生
）

　
学
生
の
部
は
、
応
募
は
、
1
人
3
点
以
内
で
ネ

イ
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
だ
け
二
次
的
画
像
加
工
（
削

除
・
添
加
）
が
、
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
他
は
自

由
で
す
。
野
外
活
動
や
部
活
動
を
通
じ
て
、
若
い

皆
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
、
新
し
い
パ
ワ
ー

が
感
じ
ら
れ
る
作
品
を
期
待
い
た
し
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に
あ
た
り

　
私
は
、
写
真
を
趣
味
と
し
て
今
日
ま
で
き
ま
し

た
が
、
本
当
に
良
い
趣
味
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、「
写
真
の
目
」
で
す
。
観
察
力
が

つ
き
、
今
ま
で
気
が
付
か
ず
に
通
り
過
ぎ
る
道
で

も
写
真
の
目
は
、
色
々
な
事
に
気
が
付
き
記
録
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
だ
け
人
生
豊
か
に
過
ご
し
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
写
真
は
、
発
見
、
気
づ
き
の
メ
デ
ィ
ア
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
、
日
常
生
活
の
中
で
起
こ
る
出
来

事
を
記
録
し
た
作
品
な
ど
も
期
待
し
て
ま
す
。

　
最
終
的
に
、
撮
影
者
の
感
動
が
伝
わ
る
写
真
、

撮
影
意
図
が
わ
か
る
写
真
等
が
大
切
で
、
審
査
は

そ
の
辺
の
と
こ
ろ
を
よ
く
読
ん
で
選
ぶ
こ
と
と
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
皆
様
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

第
69
回
　
写
真
道
展
に
向
け
て�

審
査
委
員
長
　
経
塚
　
剛
敏

春　風

編
集
後
記

　
コ
ロ
ナ
禍
終
息
の
見
通
し
が
な
い
ま
ま
、
今
年
を

終
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
紙
面
総
会
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
規

約
改
正
を
含
め
全
議
案
が
承
認
さ
れ
、
本
会
の
活
動

が
計
画
ど
お
り
進
め
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
第
69
回
写
真
道
展
に
、
多
く
の
会
員
が
応
募
し
、

本
会
が
、
よ
り
一
層
活
性
化
す
る
こ
と
を
強
く
願
い

ま
す
。
ま
た
、
沢
山
の
ご
協
力
を
頂
き
、
会
報
を
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
で
す
。

　
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
新
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ

う
に
。�

（
田
本
・
香
取
）

支
部
例
会
成
績

旭
　
川
　
支
部
長
　
白
鳥
敏
昭

▽
9
月
例
会
（
9
日
　
田
本
實
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
森
田
正
義
②
池
永
靖
子
③
小
山
満
④
浦
島
寛
⑤
池

永
靖
子
（
入
選
）
小
山
満
・
森
田
正
義
・
佐
藤
繁
雅
2
点
・
宮

野
和
子
ほ
か

▽
10
月
例
会
（
14
日
　
馬
場
和
美
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
山
本
義
則

②
吉
田
清
治
郎

③
佐
藤
祐
子

④
添
田
裕
子

⑤
臼
田
忠
雄

（
入
選
）
山
本
義
則
・

吉
田
清
治
郎

森
田
正
義
2
点

・
上
平
秀
美
ほ

か

▽
11
月
例
会
（
11
日
　
田
本
實
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
佐
藤
祐
子
②
池
永
靖
子
③
山
本
義
則
④
上
平
秀
美

⑤
佐
藤
繁
雅
（
入
選
）
佐
藤
祐
子
2
点
・
山
本
義
則
・
小
山
満

2
点
ほ
か

▽
令
和
3
年
度
　
年
度
賞

（
最
高
作
品
賞
）
池
永
靖
子
（
年
度
賞
）
小
山
満

（
準
年
度
賞
）
山
本
義
則
（
奨
励
賞
）
池
永
靖
子

（
敢
闘
賞
）
森
田
正
義
・
佐
藤
祐
子

小
　
樽
　
支
部
長
　
川
原
静
雄▽

11
月
例
会
（
10
日
　

小
泉
和
子
審
査
会
員

選
考
）

①
北
　
宏
保

②
一
條
周
一

③
根
本
辰
男

④
一
條
周
一

⑤
根
本
辰
男

室
　
蘭
　
支
部
長
　
中
西
　
勉

▽
9
月
例
会
（
28
日
　
審
査
の
み
実
施
　
中
西
勉
審
査
会
員
選

考
）

①
成
田
正
利
②
鳴
海
明
・
山
谷
茂
③
鳥
海
政
史
・
鳴
海
明
・
成

田
正
利
（
入
選
）
吉
井
良
平
・
齋
藤
ま
す
み
2
点
・
太
田
秀
樹

ほ
か三

　
笠
　
支
部
長
　
伊
藤
修
身

▽
9
月
例
会
（
24
日
　
加
賀
谷
重
雄
審
査
会
員
選
考
）

①
古
平
文
男
②
高
橋
英
昭
③
河
会
外
志
④
澤
田
住
子
⑤
高
橋
英

昭▽
支
部
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
（
加
賀
谷
重
雄
選
考
）

（
推
薦
）
高
橋
英
昭
（
特
選
）
澤
田
住
子
・
伊
藤
修
身

（
入
選
）
河
会
外
志
・
高
橋
英
昭
・
澤
田
住
子
・
伊
藤
修
身
・

谷
内
純
哉
2
点
・
古
平
文
男
2
点
ほ
か

釧
　
路
　
支
部
長
　
石
川
　
隆

▽
9
月
例
会
（
30
日
　
片
岡
洋
市
審
査
会
員
選
考
）

①
蝦
名
　
昇

②
松
坂
正
彦

③
松
本
紀
幸

④
水
野
敏
幸

⑤
高
橋
米
子

⑥
山
口
良
雄

▽
11
月
例
会
（
11
日
　
佐
藤
武
治
審
査
会
員
選
考
）

①
松
坂
正
彦
②
蝦
名
昇
③
山
口
良
雄
④
長
尾
芳
文
⑤
松
本
紀
幸

⑥
橋
本
憲
一

札
　
幌
　
支
部
長
　
難
波
　
江

▽
10
月
例
会
（
15
日
　
山
下
智
審
査
会
員
選
考
）

①
見
野
則
幸
②
掛
村
一
憲
③
米
澤
三
千
代
④
林
繁
造
⑤
浦
崎
毅

子
⑥
落
合
英
男
⑦
板
垣
功
⑧
高
橋
あ
や
子
⑨
府
中
紀
一
⑩
脇
田

健
司

▽
11
月
例
会
（
19
日
　
山
本
純
一
選
考
）

①
安
田
敏
彦
②
梅
浦
崎
毅
子
③
見
野
則
幸
④
飯
高
光
紀
⑤
林
繁

造
⑥
掛
村
一
憲
⑦
府
中
紀
一
⑧
梅
澤
勇
二
⑨
落
合
英
男
⑩
片
岡

真
弓

余
　
市
　
支
部
長
　
一
戸
弘
利

▽
9
月
例
会
（
18
日
　
審
査
互
選
）

①
③
③
④
④
後
藤
芳
江
②
②
③
④
石
岡
誠
三

恵
　
庭
　
支
部
長
　
西
澤
　
實

▽
9
月
例
会
（
13
日
　
審
査
互
選
）

①
吉
村
登
美
子
②
前
田
敏
雄
・
西
澤
實
・
中
岡
正
美
⑤
加
藤
憲

秋
・
菅
原
恵
子
・
中
村
征
子

▽
10
月
例
会
（
13
日
　
審
査
互
選
）

①
吉
村
剛
・
佐
野
ミ
ヨ
③
吉
村
登
美
子
④
中
村
征
子
⑤
前
田
敏

雄
・
西
澤
實
・
神
能
俊
行

▽
11
月
例
会
（
8
日
　
選
考
互
選
）

①
西
澤
實
②
加
藤
憲
秋
③
森
崎
義
和
④
今
荘
義
弘
⑤
吉
村
剛

岩
見
沢
　
支
部
長
　
鈴
木
佳
夫

▽
5
月
例
会
（
12
日
　
審
査
互
選
）

①
中
神
由
美
子
②
鈴
木
佳
夫
③
木
村
克
己
④
中
神
由
美
子
⑤
上

口
建
作
⑤
松
本
久
子

▽
7
月
例
会
（
14
日
　
審
査
互
選
）

①
袰
田
祥
健
①
鈴
木
佳
夫
③
中
神
由
美
子
④
上
口
建
作
⑤
山
崎

正
義

▽
8
月
例
会
（
11
日
　
審
査
互
選
）

①
岩
井
郁
美
①
槙
野
紘
一
③
山
崎
正
義
③
上
口
建
作
2
点
③
松

本
久
子

▽
9
月
例
会
（
8
日
　
審
査
互
選
）

①
上
口
建
作
①
鈴
木
佳
夫
③
鈴
木
佳
夫
③
木
村
克
己
2
点

▽
10
月
例
会
（
13
日
　
審
査
互
選
）

①
松
本
久
子
①
槙
野
紘
一
2
点
①
中
神
由
美
子
⑤
山
崎
正
義
⑤

鈴
木
佳
夫
⑤
松
本
久
子
⑤
上
口
建
作

▽
11
月
例
会
（
10
日
　
審
査
互
選
）

①
木
村
克
己
②
岩
井
郁
美
②
松
本
久
子
④
松
本
久
子
④
鈴
木
佳

夫

○
風
の
記
録
写
真
展（
二
人
展
）を
終
え
て

　
個
展
を
開
催
す
る
ま
で
に
至
る
ま
で
に
は
先
輩
諸
先
生
の
貴

重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
ま
た
、
個
展
の
一
大
仕
事
を
成
し

遂
げ
る
に
は
沢
山
の
人
達
の
無
償
の
行
為
の
積
み
重
ね
が
あ
っ

た
上
で
成
り
立
っ
て
い
る
事
に
気
が
つ
き
心
か
ら
感
謝
し
た
次

第
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
中

で
の
写
真
展
で
し
た
が
同

開
催
さ
れ
た
旭
川
支
部
と

の
相
乗
効
果
も
あ
り
大
勢

の
皆
様
に
訪
れ
て
頂
き
ま

し
た
。

　
最
終
日
に
若
い
二
人
連

れ
の
方
か
ら
帰
り
際
に
手

渡
さ
れ
た
メ
モ
に
「
優
し

い
静
か
な
写
真
が
、
心
を

暖
か
く
し
て
く
れ
ま
し

た
、
素
敵
な
時
間
で
癒
さ

れ
ま
し
た
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
心
の
こ

も
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
あ

り
、
私
ど
も
の
心
も
ほ
っ
く
り
と
暖
か
い
も
の
を
感
じ
て
あ
ら

た
め
て
、
写
真
展
を
行
う
こ
と
の
意
義
を
強
く
受
け
止
め
た
次

第
で
す
。

　
四
半
世
紀
近
く
撮
り
続
け
て
き
た
写
真
か
ら
求
め
得
た
、

其
々
自
分
ス
タ
イ
ル
の
個
展
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
た
め
開
催
予
定
が
半
年
以
上
遅
れ
た
写

真
展
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
、
皆
様
方
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

旭
川
支
部
会
友
　
阿
部
三
重
子
・
伊
藤
勝
利

10月例会1位「ゆうぐれどき」
カラー　山本 義則

11月例会1位「まなざし」
モノクロ　北 宏保

9月例会1位「砂塵を上げて」
カラー　蝦名 昇

9月例会1位「雪あそぶ」
カラー　後藤 芳江
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写
真
歴

　
1
9
3
7
年	

根
室
市
生
ま
れ

　
1
9
7
3
年	

北
海
道
写
真
協
会
留
萌
支
部
入
会

　
1
9
7
4
年	
第
21
回
写
真
道
展
　
初
応
募
・	

	
初
入
選

　
2
0
0
2
年	
北
海
道
写
真
協
会
審
査
会
員
推
挙

　
2
0
0
4
年	

フ
ォ
ト
マ
ス
タ
ー
E
X		

	

（
エ
キ
ス
パ
ー
ト
）
取
得

　
2
0
1
2
年	

個
展
「
北
の
浜
村
」		


	

銀
座
・
札
幌
開
催

	

写
真
集
「
北
の
浜
村
」
日
本

	

写
真
企
画
社
出
版

　
2
0
1
3
年	

個
展
「
北
の
浜
村
」		


	

石
狩
市
・
東
川
町
・
留
萌
市
開
催

　
2
0
1
4
年	

　
　
　
〃
　
　
　
　
増
毛
町
開
催

　
現
在	

写
真
集
団
「
は
ま
な
す
」
主
宰

・
主
な
全
国
展
入
賞
歴

国
際
写
真
サ
ロ
ン
・
全
日
本
写
真
展
・

鉄
の
あ
る
生
活
コ
ン
テ
ス
ト

富
士
フ
イ
ル
ム
コ
ン
テ
ス
ト
・

キ
ヤ
ノ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
・
総
合
写
真
展

各
種
カ
メ
ラ
誌

根
室
市
総
合
文
化
会
館	

9
月
10
日
〜
9
月
13
日

北
網
圏
北
見
文
化
セ
ン
タ
ー	

9
月
21
日
〜
9
月
25
日

帯
広
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー	

10
月
14
日
〜
10
月
19
日

函
館
市
芸
術
ホ
ー
ル 

ギ
ャ
ラ
リ
ー	

11
月
24
日
〜
11
月
27
日

網
走
市
立
美
術
館	

12
月
17
日
〜
1
月
15
日

札
幌
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー	

4
月
26
日
〜
5
月
1
日

ま
な
み
ー
る
岩
見
沢
市
民
会
館	

5
月
27
日
〜
5
月
29
日

室
蘭
市
民
美
術
館	

6
月
2
日
〜
6
月
5
日

苫
小
牧
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー	

6
月
9
日
〜
6
月
12
日

羽
幌
町
立
中
央
公
民
館	

6
月
16
日
〜
6
月
20
日

釧
路
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー	

7
月
13
日
〜
7
月
17
日

別
海
町
中
央
公
民
館	

7
月
28
日
〜
7
月
31
日

三
笠
市
民
会
館	

8
月
6
日
〜
8
月
8
日

名
寄
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー	

8
月
11
日
〜
8
月
17
日

旭
川
デ
ザ
イ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー	

8
月
20
日
〜
8
月
23
日

市
立
小
樽
美
術
館	

8
月
31
日
〜
9
月
4
日

審
査
会
員
39
名

［
氏
名
］	

［
支
部
］

武
藤
　
省
吾	

札
幌

片
村
　
洋
市	

釧
路

加
賀
谷
重
雄	

札
幌

中
野
　
芳
生	

札
幌

河
江
　
利
幸	

札
幌

西
野
　
徳
義	

道
北

大
崎
　
和
男	

帯
広

佐
藤
　
武
治	

釧
路

美
濃
　
英
則	

余
市

駒
井
千
恵
子	

浦
河

斉
藤
た
だ
し	

苫
小
牧

山
下
　
　
智	

札
幌

奥
野
　
時
夫	

釧
路

工
藤
　
二
男	

釧
路

中
野
　
潤
子	

札
幌

経
塚
　
剛
敏	

札
幌

増
田
　
輝
敏	

小
樽

山
本
　
康
雄	

オ
ホ
ー
ツ
ク

山
本
　
敏
雄	

芦
別

坪
川
　
輝
子	

札
幌

阿
部
　
悦
子	

札
幌

福
田
　
光
男	

旭
川

高
橋
　
和
幸	

釧
路

大
平
　
博
雄	

苫
小
牧

吉
江
　
　
忍	

函
館

中
西
　
　
勉	

室
蘭

田
本
　
　
實	

旭
川

上
田
　
正
洋	

苫
小
牧

田
中
　
明
子	

岩
見
沢

馬
場
　
和
美	

旭
川

秋
山
　
寿
子	

札
幌

小
泉
　
和
子	

小
樽

吉
仲
　
　
功	
帯
広

川
原
　
静
雄	
小
樽

香
取
　
征
子	
札
幌

壬
生
　
賢
哉	

苫
小
牧

山
本
　
隆
晟	

札
幌

奈
良
美
弥
子	

札
幌

田
澤
　
康
史	

奈
井
江

会
友
70
名

崎
出
　
恒
夫	

留
萌

辻
ノ
内
　
弘	

根
室

高
橋
　
英
昭	

三
笠

渡
辺
　
精
郎	

滝
川

福
澤
　
英
雄	

中
標
津

竹
田
　
哲
雄	

根
室

立
島
　
春
子	

釧
路

休
場
　
滋
満	

帯
広

竹
岡
　
孝
二	

紋
別

松
村
美
代
子	

岩
見
沢

佐
渡
谷
正
裕	

北
見

西
澤
　
　
實	

恵
庭

村
井
　
正
人	

恵
庭

砂
澤
　
一
彦	

札
幌

大
野
カ
ヨ
子	

札
幌

添
島
　
　
均	

北
見

高
橋
　
俊
弘	

小
樽

佐
々
木
　
曻	

室
蘭

向
井
　
和
栄	

道
北

石
川
　
　
隆	

釧
路

古
平
　
文
男	

三
笠

畑
　
　
忠
幸	

留
萌

小
室
　
博
子	

札
幌

五
東
　
建
夫	

恵
庭

日
野
　
昭
雄	

道
北

山
崎
　
正
義	

岩
見
沢

千
葉
　
弘
子	

釧
路

大
里
　
清
志	

釧
路

阿
部
三
重
子	

旭
川

坂
本
　
幸
夫	

札
幌

佐
藤
　
俊
晴	

室
蘭

中
川
ミ
エ
子	

釧
路

森
川
　
行
雄	

芦
別

荻
田
　
貞
子	

札
幌

伊
藤
　
勝
利	

旭
川

工
藤
　
司
郎	

室
蘭

成
田
　
正
利	

室
蘭

壬
生
由
美
子	

苫
小
牧

貝
沼
　
正
雄	

札
幌

藪
　
　
伸
一	

芦
別

千
葉
　
逸
子	

道
北

大
場
　
宏
道	

苫
小
牧

澤
岡
　
政
江	

留
萌

白
鳥
　
敏
昭	

旭
川

城
　
伊
志
勝	

札
幌

松
葉
　
師
正	

留
萌

吉
田
　
祥
子	

旭
川

久
留
嶋
誠
悦	

苫
小
牧

笠
水
上
徹
明	

苫
小
牧

原
　
　
禎
子	

札
幌

難
波
　
　
江	

札
幌

加
藤
　
憲
秋	

恵
庭

田
中
　
康
夫	

恵
庭

木
村
　
　
実	

浦
河

宗
山
　
和
夫	

函
館

中
神
由
美
子	

岩
見
沢

袰
田
　
祥
健	

岩
見
沢

大
坪
　
恵
子	

室
蘭

井
関
　
　
一	

帯
広

吉
村
登
美
子	

恵
庭

小
林
　
正
輔	

根
室

渡
辺
　
　
勝	

札
幌

河
原
　
典
子	

芦
別

小
池
　
貞
子	

函
館

花
岡
　
勝
美	

滝
川

松
山
　
浩
司	

函
館

荒
木
　
憲
幸	

函
館

北
　
　
宏
保	

小
樽

松
坂
　
正
彦	

釧
路

第
69
回
　
写
真
道
展
　
巡
回
展
日
程

新
審
査
会
員
　
紹
介

田
澤
　
康
史
（
奈
井
江
）

　
こ
の
度
は
審
査
会
員
に
承
認
を
い
た
だ
き
ま

し
て
、
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　
知
人
と
支
部
設
立
・
会
員
と
し
て
26
年
会

友
・
支
部
長
と
し
て
10
年
と
歳
を
重
ね
、
入

選
、
落
選
の
日
々
で
し
た
が
、
趣
味
の
写
真
を

楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。
第
66
回
写
真
道
展
会
友

展
で
、
思
い
が
け
な
く
会
友
奨
励
賞
を
頂
き
、

今
回
支
部
会
員
の
後
押
し
も
あ
り
、
支
部
推
薦

を
頂
き
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
作
品
を
審
査
す
る
に
は
未
熟
で
す
が
、
研
鑽

を
積
み
、
期
待
に
応
え
る
べ
く
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
道
写
協
を
盛
り
上
げ
る
よ
う

に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

◎
11
月
現
在
の
審
査
会
員
、
会
友

　
道
写
協
に
入
会
し
て
早
く
も
二
十

数
年
が
経
ち
ま
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
の

方
々
と
共
に
学
べ
る
事
が
嬉
し
く
も

あ
り
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
良
き

指
導
者
と
先
輩
に
恵
ま
れ
今
日
に
至

り
ま
し
た
。

　
二
〇
〇
一
年
初
め
て
モ
デ
ル
撮
影

会
に
参
加
し
若
く
美
し
く
表
情
豊
か

な
外
人
モ
デ
ル
に
魅
せ
ら
れ
ま
し

た
、
多
数
の
カ
メ
ラ
マ
ン
に
は
驚
き

圧
倒
さ
れ
、
思
う
様
に
撮
れ
ず
苦
心

し
た
が
、
思
い
が
け
ず
外
人
モ
デ
ル

に
よ
る
「
笑
顔
」
の
作
品
が
「
推

薦
」
と
し
て
受
賞
出
来
た
事
が
忘
れ

得
ぬ
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
〇
一
〇
年
の
例
会
で
、
プ
リ
ン
ト

と
ス
ラ
イ
ド
の
両
部
門
で
年
間
成
績

一
位
に
選
ば
れ
、
其
の
後
の
大
き
な
励

み
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
馴
れ

親
し
ん
だ
フ
イ
ル
ム
と
ス
ラ
イ
ド
が

除
か
れ
プ
リ
ン
ト
の
み
に
変
っ
た
事
が

残
念
な
思
い
と
し
て
残
り
ま
し
た
。

　
二
年
近
く
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
様
な

行
動
が
と
れ
ず
苦
し
い
思
い
を
し
ま

し
た
。
仲
間
と
好
き
な
写
真
を
健
康

で
続
け
ら
れ
た
事
が
、
長
生
き
に
繋

が
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。
写
真
に
感

謝
、
感
謝
。

二十年の歩みを顧みて
�  札幌支部　砂澤　一彦

第
69
回
写
真
道
展
へ
の

　
会
員
の
皆
様
の
積
極
的
な
応
募
を

　
　
　
　
　
　
　
お
待
ち
し
て
ま
す

フォトエッセイ

旭
川
支
部
　
支
部
長
　
白
鳥
　
敏
昭

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
騒
が
れ
る
中
、
旭
川
は

比
較
的
落
ち
着
い
た
状
況
で
、
感
染
拡
大
が
進
ま

な
い
事
を
祈
り
つ
つ
、
6
月
末
か
ら
各
報
道
機
関

へ
Ｐ
Ｒ
の
掲
載
、
市
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
カ
メ
ラ
店
に

Ｐ
Ｒ
紙
を
置
い
て
貰
い
、
各
写
真
ク
ラ
ブ
へ
の
案

内
状
郵
送
と
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
展
示
日
か
ら

来
館
者
に
感
染
対
策
協
力
を
お
願
い
し
、
マ
ス
ク

着
用
、
手
の
消
毒
は
勿
論
、
体
温
の
測
定
、
ボ
ー

ル
ペ
ン
の
消
毒
、
来
館
者
記
帳
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
の
お
願
い
、
会
話
も
で
き
る
だ
け
慎
ん

で
頂
き
、
時
々
会
場
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
の
換
気
を
す

る
な
ど
私
た
ち
に
出
来
る
限
り
の
気
を
配
り
ま
し

た
。
来
館
者
の
皆
さ
ん
は
気
持
ち
良
く
応
じ
て
下

さ
り
、
整
然
と
写
真
を
見
て
下
さ
い
ま
し
た
。
展

示
は
8
月
20
日
か
ら
23
日
ま
で
の
4
日
間
で
、
期

間
中
、
3
2
6
名
と
思
っ
た
よ
り
多
く
の
来
館
者

が
あ
り
、「
道
展
を
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
」「
感
動

し
ま
し
た
」

の
声
を
聴

き
大
変
嬉

し
く
実
施

出
来
て
良

か
っ
た
と

痛
感
し
ま

し
た
。

令
和
3
年
度
（
第
68
回
）
写
真
道
展
巡
回
展
が
成
功
裡
に
終
了

帯
広
支
部
　
支
部
長
　
西
島
　
啓
喜

　
帯
広
支
部
も
御
多
分
に
洩
れ
ず
会
員
数
が
減
少

し
て
、
巡
回
展
が
で
き
な
く
な
っ
て
か
ら
久
し
く

経
っ
た
。
し
か
し
、
最
近
は
実
力
の
あ
る
会
員
が

少
し
ず
つ
増
え
、
今
回
の
道
展
で
は
多
く
の
方
が

入
賞
・
入
選
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
機
に
巡
回
展

を
再
開
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
皆
の
賛

同
を
得
て
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
緊
急
事
態
宣
言
も
重
な
り
、
会
場
の

確
保
も
難
し
く
、
会
期
が
二
転
三
転
し
た
が
、
10

月
14
日
か
ら
19
日
ま
で
、
帯
広
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
展
示
作
業
・
受
付
・
撤
去
作
業
は
会
員
だ
け
で

は
な
く
、
入
賞
・
入
選
し
た
管
内
の
方
々
に
も
手

伝
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
大
い
に
助
け
ら

れ
た
。
六
日
間
の
入
場
者
数
は538

名
。
鑑
賞
し

た
方
か
ら
は
「
す
ば
ら
し
い
作
品
ば
か
り
で
す
ね
」

「
こ
れ
ほ
ど
見
ご
た
え
の
あ
る
展
示
は
な
か
な
か
見

ら
れ
ま
せ
ん
」
と

賛
辞
の
こ
と
ば
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　
3‌

0‌

0
枚
を
超

え
る
パ
ネ
ル
の
展

示
作
業
は
結
構
き

つ
い
作
業
だ
っ
た

が
、
終
え
て
み
る

と
多
く
に
市
民
に

展
示
を
見
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き

良
か
っ
た
と
思
う
。

渡
辺
　
精
郎

　
江
陵
中
学
校
教
員

と
し
て
、
生
徒
の
「
写
真
ク
ラ
ブ
」
で
、
撮
影

か
ら
暗
室
で
の
写
真
引
き
延
ば
し
技
術
を
教
え

て
き
た
。

　
道
写
協
滝
川
支
部
長
と
し
て
、「
写
真
講

座
・
カ
メ
ラ
講
座
」「
初
心
者
の
撮
影
会
」
を

開
催
し
て
カ
メ
ラ
や
写
真
を
市
民
に
普
及
活
動

を
続
け
て
い
る
。

　「
北
の
尾
瀬
・
雨
竜
沼
」
写
真
展
は
、
札
幌

か
ら
始
ま
り
、
地
元
の
滝
川
・
雨
竜
で
開
催
し

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
写
真
を
市
民
に
普
及
す
る
活
動

に
努
力
し
、
地
域
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。

（
略
歴
）

・�

1
9
7
2
年
北
海
道
写

真
協
会
に
入
会

・�

1
9
8
1
年
二
科
会

展
、
教
職
員
美
術
展
、

写
真
道
展
等
で
特
選
・

入
選
続
く
。

・
1
9
8
3
年
北
海
道
教

職
員
美
術
写
真
部
門
「
審
査
員
」

・�

1
9
8
9
年
北
海
道
写
真
協
会
滝
川
支
部
設

立
・�

1
9
9
2
年
北
海
道
写
真
協
会
滝
川
支
部
長

・�

2
0
1
2
年
北
海
道
写
真
協
会
「
功
労
賞
」

受
賞

お
め
で
と
う

令
和
3
年
度 

滝
川
市
文
化
功
労
賞
受
賞
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写
真
歴

　
1
9
3
7
年	

根
室
市
生
ま
れ

　
1
9
7
3
年	

北
海
道
写
真
協
会
留
萌
支
部
入
会

　
1
9
7
4
年	

第
21
回
写
真
道
展
　
初
応
募
・	

	

初
入
選

　
2
0
0
2
年	

北
海
道
写
真
協
会
審
査
会
員
推
挙

　
2
0
0
4
年	

フ
ォ
ト
マ
ス
タ
ー
E
X		

	

（
エ
キ
ス
パ
ー
ト
）
取
得

　
2
0
1
2
年	

個
展
「
北
の
浜
村
」		


	

銀
座
・
札
幌
開
催

	

写
真
集
「
北
の
浜
村
」
日
本

	

写
真
企
画
社
出
版

　
2
0
1
3
年	

個
展
「
北
の
浜
村
」		


	

石
狩
市
・
東
川
町
・
留
萌
市
開
催

　
2
0
1
4
年	

　
　
　
〃
　
　
　
　
増
毛
町
開
催

　
現
在	

写
真
集
団
「
は
ま
な
す
」
主
宰

・
主
な
全
国
展
入
賞
歴

国
際
写
真
サ
ロ
ン
・
全
日
本
写
真
展
・

鉄
の
あ
る
生
活
コ
ン
テ
ス
ト

富
士
フ
イ
ル
ム
コ
ン
テ
ス
ト
・

キ
ヤ
ノ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
・
総
合
写
真
展

各
種
カ
メ
ラ
誌

根
室
市
総
合
文
化
会
館	

9
月
10
日
〜
9
月
13
日

北
網
圏
北
見
文
化
セ
ン
タ
ー	

9
月
21
日
〜
9
月
25
日

帯
広
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー	

10
月
14
日
〜
10
月
19
日

函
館
市
芸
術
ホ
ー
ル 

ギ
ャ
ラ
リ
ー	

11
月
24
日
〜
11
月
27
日

網
走
市
立
美
術
館	

12
月
17
日
〜
1
月
15
日

札
幌
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー	

4
月
26
日
〜
5
月
1
日

ま
な
み
ー
る
岩
見
沢
市
民
会
館	

5
月
27
日
〜
5
月
29
日

室
蘭
市
民
美
術
館	

6
月
2
日
〜
6
月
5
日

苫
小
牧
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー	

6
月
9
日
〜
6
月
12
日

羽
幌
町
立
中
央
公
民
館	

6
月
16
日
〜
6
月
20
日

釧
路
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー	

7
月
13
日
〜
7
月
17
日

別
海
町
中
央
公
民
館	

7
月
28
日
〜
7
月
31
日

三
笠
市
民
会
館	

8
月
6
日
〜
8
月
8
日

名
寄
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー	

8
月
11
日
〜
8
月
17
日

旭
川
デ
ザ
イ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー	

8
月
20
日
〜
8
月
23
日

市
立
小
樽
美
術
館	

8
月
31
日
〜
9
月
4
日

審
査
会
員
39
名

［
氏
名
］	

［
支
部
］

武
藤
　
省
吾	

札
幌

片
村
　
洋
市	

釧
路

加
賀
谷
重
雄	

札
幌

中
野
　
芳
生	

札
幌

河
江
　
利
幸	

札
幌

西
野
　
徳
義	

道
北

大
崎
　
和
男	

帯
広

佐
藤
　
武
治	

釧
路

美
濃
　
英
則	

余
市

駒
井
千
恵
子	

浦
河

斉
藤
た
だ
し	

苫
小
牧

山
下
　
　
智	

札
幌

奥
野
　
時
夫	

釧
路

工
藤
　
二
男	

釧
路

中
野
　
潤
子	

札
幌

経
塚
　
剛
敏	

札
幌

増
田
　
輝
敏	

小
樽

山
本
　
康
雄	

オ
ホ
ー
ツ
ク

山
本
　
敏
雄	

芦
別

坪
川
　
輝
子	

札
幌

阿
部
　
悦
子	

札
幌

福
田
　
光
男	

旭
川

高
橋
　
和
幸	

釧
路

大
平
　
博
雄	

苫
小
牧

吉
江
　
　
忍	

函
館

中
西
　
　
勉	

室
蘭

田
本
　
　
實	

旭
川

上
田
　
正
洋	

苫
小
牧

田
中
　
明
子	

岩
見
沢

馬
場
　
和
美	

旭
川

秋
山
　
寿
子	

札
幌

小
泉
　
和
子	

小
樽

吉
仲
　
　
功	

帯
広

川
原
　
静
雄	

小
樽

香
取
　
征
子	

札
幌

壬
生
　
賢
哉	

苫
小
牧

山
本
　
隆
晟	

札
幌

奈
良
美
弥
子	

札
幌

田
澤
　
康
史	

奈
井
江

会
友
70
名

崎
出
　
恒
夫	

留
萌

辻
ノ
内
　
弘	

根
室

高
橋
　
英
昭	

三
笠

渡
辺
　
精
郎	

滝
川

福
澤
　
英
雄	

中
標
津

竹
田
　
哲
雄	

根
室

立
島
　
春
子	

釧
路

休
場
　
滋
満	

帯
広

竹
岡
　
孝
二	

紋
別

松
村
美
代
子	

岩
見
沢

佐
渡
谷
正
裕	

北
見

西
澤
　
　
實	

恵
庭

村
井
　
正
人	

恵
庭

砂
澤
　
一
彦	

札
幌

大
野
カ
ヨ
子	

札
幌

添
島
　
　
均	

北
見

高
橋
　
俊
弘	

小
樽

佐
々
木
　
曻	

室
蘭

向
井
　
和
栄	

道
北

石
川
　
　
隆	

釧
路

古
平
　
文
男	

三
笠

畑
　
　
忠
幸	

留
萌

小
室
　
博
子	

札
幌

五
東
　
建
夫	

恵
庭

日
野
　
昭
雄	

道
北

山
崎
　
正
義	

岩
見
沢

千
葉
　
弘
子	

釧
路

大
里
　
清
志	

釧
路

阿
部
三
重
子	

旭
川

坂
本
　
幸
夫	

札
幌

佐
藤
　
俊
晴	

室
蘭

中
川
ミ
エ
子	

釧
路

森
川
　
行
雄	

芦
別

荻
田
　
貞
子	

札
幌

伊
藤
　
勝
利	

旭
川

工
藤
　
司
郎	

室
蘭

成
田
　
正
利	

室
蘭

壬
生
由
美
子	

苫
小
牧

貝
沼
　
正
雄	

札
幌

藪
　
　
伸
一	

芦
別

千
葉
　
逸
子	

道
北

大
場
　
宏
道	

苫
小
牧

澤
岡
　
政
江	

留
萌

白
鳥
　
敏
昭	

旭
川

城
　
伊
志
勝	

札
幌

松
葉
　
師
正	

留
萌

吉
田
　
祥
子	

旭
川

久
留
嶋
誠
悦	

苫
小
牧

笠
水
上
徹
明	

苫
小
牧

原
　
　
禎
子	

札
幌

難
波
　
　
江	

札
幌

加
藤
　
憲
秋	

恵
庭

田
中
　
康
夫	

恵
庭

木
村
　
　
実	

浦
河

宗
山
　
和
夫	

函
館

中
神
由
美
子	

岩
見
沢

袰
田
　
祥
健	

岩
見
沢

大
坪
　
恵
子	

室
蘭

井
関
　
　
一	

帯
広

吉
村
登
美
子	

恵
庭

小
林
　
正
輔	

根
室

渡
辺
　
　
勝	

札
幌

河
原
　
典
子	

芦
別

小
池
　
貞
子	

函
館

花
岡
　
勝
美	

滝
川

松
山
　
浩
司	

函
館

荒
木
　
憲
幸	

函
館

北
　
　
宏
保	

小
樽

松
坂
　
正
彦	

釧
路

第
69
回
　
写
真
道
展
　
巡
回
展
日
程

新
審
査
会
員
　
紹
介

田
澤
　
康
史
（
奈
井
江
）

　
こ
の
度
は
審
査
会
員
に
承
認
を
い
た
だ
き
ま

し
て
、
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　
知
人
と
支
部
設
立
・
会
員
と
し
て
26
年
会

友
・
支
部
長
と
し
て
10
年
と
歳
を
重
ね
、
入

選
、
落
選
の
日
々
で
し
た
が
、
趣
味
の
写
真
を

楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。
第
66
回
写
真
道
展
会
友

展
で
、
思
い
が
け
な
く
会
友
奨
励
賞
を
頂
き
、

今
回
支
部
会
員
の
後
押
し
も
あ
り
、
支
部
推
薦

を
頂
き
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
作
品
を
審
査
す
る
に
は
未
熟
で
す
が
、
研
鑽

を
積
み
、
期
待
に
応
え
る
べ
く
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
道
写
協
を
盛
り
上
げ
る
よ
う

に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

◎
11
月
現
在
の
審
査
会
員
、
会
友

　
道
写
協
に
入
会
し
て
早
く
も
二
十

数
年
が
経
ち
ま
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
の

方
々
と
共
に
学
べ
る
事
が
嬉
し
く
も

あ
り
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
良
き

指
導
者
と
先
輩
に
恵
ま
れ
今
日
に
至

り
ま
し
た
。

　
二
〇
〇
一
年
初
め
て
モ
デ
ル
撮
影

会
に
参
加
し
若
く
美
し
く
表
情
豊
か

な
外
人
モ
デ
ル
に
魅
せ
ら
れ
ま
し

た
、
多
数
の
カ
メ
ラ
マ
ン
に
は
驚
き

圧
倒
さ
れ
、
思
う
様
に
撮
れ
ず
苦
心

し
た
が
、
思
い
が
け
ず
外
人
モ
デ
ル

に
よ
る
「
笑
顔
」
の
作
品
が
「
推

薦
」
と
し
て
受
賞
出
来
た
事
が
忘
れ

得
ぬ
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
〇
一
〇
年
の
例
会
で
、
プ
リ
ン
ト

と
ス
ラ
イ
ド
の
両
部
門
で
年
間
成
績

一
位
に
選
ば
れ
、
其
の
後
の
大
き
な
励

み
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
馴
れ

親
し
ん
だ
フ
イ
ル
ム
と
ス
ラ
イ
ド
が

除
か
れ
プ
リ
ン
ト
の
み
に
変
っ
た
事
が

残
念
な
思
い
と
し
て
残
り
ま
し
た
。

　
二
年
近
く
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
様
な

行
動
が
と
れ
ず
苦
し
い
思
い
を
し
ま

し
た
。
仲
間
と
好
き
な
写
真
を
健
康

で
続
け
ら
れ
た
事
が
、
長
生
き
に
繋

が
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。
写
真
に
感

謝
、
感
謝
。

二十年の歩みを顧みて
�  札幌支部　砂澤　一彦

第
69
回
写
真
道
展
へ
の

　
会
員
の
皆
様
の
積
極
的
な
応
募
を

　
　
　
　
　
　
　
お
待
ち
し
て
ま
す

フォトエッセイ

旭
川
支
部
　
支
部
長
　
白
鳥
　
敏
昭

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
騒
が
れ
る
中
、
旭
川
は

比
較
的
落
ち
着
い
た
状
況
で
、
感
染
拡
大
が
進
ま

な
い
事
を
祈
り
つ
つ
、
6
月
末
か
ら
各
報
道
機
関

へ
Ｐ
Ｒ
の
掲
載
、
市
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
カ
メ
ラ
店
に

Ｐ
Ｒ
紙
を
置
い
て
貰
い
、
各
写
真
ク
ラ
ブ
へ
の
案

内
状
郵
送
と
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
展
示
日
か
ら

来
館
者
に
感
染
対
策
協
力
を
お
願
い
し
、
マ
ス
ク

着
用
、
手
の
消
毒
は
勿
論
、
体
温
の
測
定
、
ボ
ー

ル
ペ
ン
の
消
毒
、
来
館
者
記
帳
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
の
お
願
い
、
会
話
も
で
き
る
だ
け
慎
ん

で
頂
き
、
時
々
会
場
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
の
換
気
を
す

る
な
ど
私
た
ち
に
出
来
る
限
り
の
気
を
配
り
ま
し

た
。
来
館
者
の
皆
さ
ん
は
気
持
ち
良
く
応
じ
て
下

さ
り
、
整
然
と
写
真
を
見
て
下
さ
い
ま
し
た
。
展

示
は
8
月
20
日
か
ら
23
日
ま
で
の
4
日
間
で
、
期

間
中
、
3
2
6
名
と
思
っ
た
よ
り
多
く
の
来
館
者

が
あ
り
、「
道
展
を
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
」「
感
動

し
ま
し
た
」

の
声
を
聴

き
大
変
嬉

し
く
実
施

出
来
て
良

か
っ
た
と

痛
感
し
ま

し
た
。

令
和
3
年
度
（
第
68
回
）
写
真
道
展
巡
回
展
が
成
功
裡
に
終
了

帯
広
支
部
　
支
部
長
　
西
島
　
啓
喜

　
帯
広
支
部
も
御
多
分
に
洩
れ
ず
会
員
数
が
減
少

し
て
、
巡
回
展
が
で
き
な
く
な
っ
て
か
ら
久
し
く

経
っ
た
。
し
か
し
、
最
近
は
実
力
の
あ
る
会
員
が

少
し
ず
つ
増
え
、
今
回
の
道
展
で
は
多
く
の
方
が

入
賞
・
入
選
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
機
に
巡
回
展

を
再
開
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
皆
の
賛

同
を
得
て
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
緊
急
事
態
宣
言
も
重
な
り
、
会
場
の

確
保
も
難
し
く
、
会
期
が
二
転
三
転
し
た
が
、
10

月
14
日
か
ら
19
日
ま
で
、
帯
広
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
展
示
作
業
・
受
付
・
撤
去
作
業
は
会
員
だ
け
で

は
な
く
、
入
賞
・
入
選
し
た
管
内
の
方
々
に
も
手

伝
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
大
い
に
助
け
ら

れ
た
。
六
日
間
の
入
場
者
数
は538

名
。
鑑
賞
し

た
方
か
ら
は
「
す
ば
ら
し
い
作
品
ば
か
り
で
す
ね
」

「
こ
れ
ほ
ど
見
ご
た
え
の
あ
る
展
示
は
な
か
な
か
見

ら
れ
ま
せ
ん
」
と

賛
辞
の
こ
と
ば
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　
3‌

0‌

0
枚
を
超

え
る
パ
ネ
ル
の
展

示
作
業
は
結
構
き

つ
い
作
業
だ
っ
た

が
、
終
え
て
み
る

と
多
く
に
市
民
に

展
示
を
見
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き

良
か
っ
た
と
思
う
。

渡
辺
　
精
郎

　
江
陵
中
学
校
教
員

と
し
て
、
生
徒
の
「
写
真
ク
ラ
ブ
」
で
、
撮
影

か
ら
暗
室
で
の
写
真
引
き
延
ば
し
技
術
を
教
え

て
き
た
。

　
道
写
協
滝
川
支
部
長
と
し
て
、「
写
真
講

座
・
カ
メ
ラ
講
座
」「
初
心
者
の
撮
影
会
」
を

開
催
し
て
カ
メ
ラ
や
写
真
を
市
民
に
普
及
活
動

を
続
け
て
い
る
。

　「
北
の
尾
瀬
・
雨
竜
沼
」
写
真
展
は
、
札
幌

か
ら
始
ま
り
、
地
元
の
滝
川
・
雨
竜
で
開
催
し

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
写
真
を
市
民
に
普
及
す
る
活
動

に
努
力
し
、
地
域
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。

（
略
歴
）

・�

1
9
7
2
年
北
海
道
写

真
協
会
に
入
会

・�

1
9
8
1
年
二
科
会

展
、
教
職
員
美
術
展
、

写
真
道
展
等
で
特
選
・

入
選
続
く
。

・
1
9
8
3
年
北
海
道
教

職
員
美
術
写
真
部
門
「
審
査
員
」

・�

1
9
8
9
年
北
海
道
写
真
協
会
滝
川
支
部
設

立
・�

1
9
9
2
年
北
海
道
写
真
協
会
滝
川
支
部
長

・�

2
0
1
2
年
北
海
道
写
真
協
会
「
功
労
賞
」

受
賞

お
め
で
と
う

令
和
3
年
度 

滝
川
市
文
化
功
労
賞
受
賞
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道
内
最
大
の
写
真
公
募
展
で
あ
る
「
写
真
道

展
」
が
第
69
回
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
度
、
こ
の
伝
統
あ
る
写
真
道
展
の
審
査
委

員
長
に
指
名
を
頂
き
ま
し
た
。

　
長
年
道
写
協
の
会
員
と
し
て
継
続
し
て
来
た
ご

恩
に
報
い
る
た
め
に
も
、
微
力
で
あ
り
ま
す
が
、

伝
統
の
一
雄
に
貢
献
で
き
る
喜
び
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　
私
が
写
真
道
展
に
応
募
し
た
の
は
、
第
21
回
か

ら
で
そ
の
後
、
約
20
年
か
け
て
会
友
に
な
り
、
更

に
、
約
10
年
、
平
成
14
年
に
審
査
会
員
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
間
、
写
真
の
世
界
は
大
き
く
変
わ

り
、
モ
ノ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
か
ら
カ
ラ
ー
フ
イ
ル

ム
、
そ
し
て
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
・
デ
ジ
タ
ル
写
真

と
、
ま
た
、
写
真
を
作
る
う
え
で
も
薬
を
溶
か
し

温
度
調
節
を
し
て
、
暗
室
の
中
で
フ
イ
ル
ム
現
像

や
引
き
伸
ば
し
、
プ
リ
ン
ト
現
像
な
ど
、
楽
し
く

と
も
大
変
な
作
業
で
し
た
。
今
日
で
は
、
写
真
機

材
等
の
進
展
に
よ
り
、
星
空
の
撮
影
を
始
め
1
日

中
撮
影
が
可
能
で
あ
り
、
自
家
で
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ

ト
を
駆
使
し
て
好
き
な
様
に
写
真
作
り
が
で
き
る

時
代
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
写

真
の
出
来
栄
え
に
大
き
な
差
を
生
み
だ
し
て
い
る

事
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
写
真
の
最
後
の
プ
リ
ン

ト
の
仕
上
が
り
が
審
査
の
重
要
な
要
件
に
な
る
こ

と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

応
募
に
あ
た
り

　
基
本
的
に
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
応
募

規
定
を
よ
く
読
ん
で
守
る
こ
と
。
特
に
、
応
募
時

に
、
他
の
コ
ン
テ
ス
ト
等
に
類
似
作
品
も
含
め

て
、
応
募
さ
れ
て
い
な
い
か
十
分
チ
ェ
ッ
ク
し

て
、
ま
た
、
応
募
点
数
が
各
部
門
1
人
5
点
以
内

と
な
り
ま
す
の
で
、（
第
4
部
学
生
は
、
3
点
以

内
）
各
自
作
品
を
絞
り
こ
ん
で
自
分
の
目
で
良
い

作
品
を
選
ん
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

第
1
部
（
自
由
）

　
自
由
部
門
は
、
撮
影
地
が
海
外
で
も
よ
く
、
デ

ジ
タ
ル
処
理
で
二
次
的
画
像
加
工
（
削
除
・
添

加
）
も
可
能
で
、
人
物
、
生
活
、
風
土
、
造
形
な

ど
幅
広
く
作
品
作
り
が
出
来
る
部
門
で
す
。
日
常

の
中
で
起
き
た
出
来
事
な
ど
、
個
性
的
、
創
造
性

の
あ
る
作
品
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

第
2
部
（
観
光
・
産
業
）

　
観
光
・
産
業
部
門
は
、
撮
影
地
が
北
海
道
に
限

ら
れ
、
そ
の
場
所
が
判
別
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
又
、
デ
ジ
タ
ル
処
理
で
二
次
的
画
像
加

工
（
削
除
・
添
加
）
は
、
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
注
意
願
い
ま
す
。

　
観
光
は
、
観
光
的
風
景
・
史
跡
・
文
化
財
的
建

造
物
・
祭
り
・
郷
土
芸
能
な
ど
、
ま
た
、
産
業

は
、
農
業
・
漁
業
・
工
業
な
ど
躍
進
す
る
産
業
の

姿
や
、
そ
こ
に
働
く
人
々
の
生
き
生
き
し
た
様
子

な
ど
、
建
設
的
で
創
造
性
に
富
ん
だ
作
品
を
期
待

い
た
し
て
い
ま
す
。

第
3
部
（
ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
）

　
ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
部
門
は
、
日
本
一
大
自
然

の
残
る
北
海
道
の
雄
大
な
風
景
や
、
そ
こ
に
住
む

野
生
動
植
物
の
美
し
さ
や
生
命
力
、
神
秘
的
な
自

然
現
象
を
対
象
に
、
創
意
に
充
ち
た
作
品
を
期
待

い
た
し
て
い
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
処
理
で
二
次
的
画
像
加
工
（
削
除
・

添
加
）
は
、
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
注
意
願
い

ま
す
。
ま
た
、
建
物
・
人
工
物
・
人
間
等
が
点
景

と
し
て
映
っ
て
い
る
場
合
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

第
4
部
（
学
　
生
）

　
学
生
の
部
は
、
応
募
は
、
1
人
3
点
以
内
で
ネ

イ
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
だ
け
二
次
的
画
像
加
工
（
削

除
・
添
加
）
が
、
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
他
は
自

由
で
す
。
野
外
活
動
や
部
活
動
を
通
じ
て
、
若
い

皆
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
、
新
し
い
パ
ワ
ー

が
感
じ
ら
れ
る
作
品
を
期
待
い
た
し
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に
あ
た
り

　
私
は
、
写
真
を
趣
味
と
し
て
今
日
ま
で
き
ま
し

た
が
、
本
当
に
良
い
趣
味
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、「
写
真
の
目
」
で
す
。
観
察
力
が

つ
き
、
今
ま
で
気
が
付
か
ず
に
通
り
過
ぎ
る
道
で

も
写
真
の
目
は
、
色
々
な
事
に
気
が
付
き
記
録
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
だ
け
人
生
豊
か
に
過
ご
し
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
写
真
は
、
発
見
、
気
づ
き
の
メ
デ
ィ
ア
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
、
日
常
生
活
の
中
で
起
こ
る
出
来

事
を
記
録
し
た
作
品
な
ど
も
期
待
し
て
ま
す
。

　
最
終
的
に
、
撮
影
者
の
感
動
が
伝
わ
る
写
真
、

撮
影
意
図
が
わ
か
る
写
真
等
が
大
切
で
、
審
査
は

そ
の
辺
の
と
こ
ろ
を
よ
く
読
ん
で
選
ぶ
こ
と
と
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
皆
様
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

第
69
回
　
写
真
道
展
に
向
け
て�

審
査
委
員
長
　
経
塚
　
剛
敏

春　風

編
集
後
記

　
コ
ロ
ナ
禍
終
息
の
見
通
し
が
な
い
ま
ま
、
今
年
を

終
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
紙
面
総
会
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
規

約
改
正
を
含
め
全
議
案
が
承
認
さ
れ
、
本
会
の
活
動

が
計
画
ど
お
り
進
め
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
第
69
回
写
真
道
展
に
、
多
く
の
会
員
が
応
募
し
、

本
会
が
、
よ
り
一
層
活
性
化
す
る
こ
と
を
強
く
願
い

ま
す
。
ま
た
、
沢
山
の
ご
協
力
を
頂
き
、
会
報
を
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
で
す
。

　
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
新
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ

う
に
。�

（
田
本
・
香
取
）

支
部
例
会
成
績

旭
　
川
　
支
部
長
　
白
鳥
敏
昭

▽
9
月
例
会
（
9
日
　
田
本
實
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
森
田
正
義
②
池
永
靖
子
③
小
山
満
④
浦
島
寛
⑤
池

永
靖
子
（
入
選
）
小
山
満
・
森
田
正
義
・
佐
藤
繁
雅
2
点
・
宮

野
和
子
ほ
か

▽
10
月
例
会
（
14
日
　
馬
場
和
美
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
山
本
義
則

②
吉
田
清
治
郎

③
佐
藤
祐
子

④
添
田
裕
子

⑤
臼
田
忠
雄

（
入
選
）
山
本
義
則
・

吉
田
清
治
郎

森
田
正
義
2
点

・
上
平
秀
美
ほ

か

▽
11
月
例
会
（
11
日
　
田
本
實
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
佐
藤
祐
子
②
池
永
靖
子
③
山
本
義
則
④
上
平
秀
美

⑤
佐
藤
繁
雅
（
入
選
）
佐
藤
祐
子
2
点
・
山
本
義
則
・
小
山
満

2
点
ほ
か

▽
令
和
3
年
度
　
年
度
賞

（
最
高
作
品
賞
）
池
永
靖
子
（
年
度
賞
）
小
山
満

（
準
年
度
賞
）
山
本
義
則
（
奨
励
賞
）
池
永
靖
子

（
敢
闘
賞
）
森
田
正
義
・
佐
藤
祐
子

小
　
樽
　
支
部
長
　
川
原
静
雄▽

11
月
例
会
（
10
日
　

小
泉
和
子
審
査
会
員

選
考
）

①
北
　
宏
保

②
一
條
周
一

③
根
本
辰
男

④
一
條
周
一

⑤
根
本
辰
男

室
　
蘭
　
支
部
長
　
中
西
　
勉

▽
9
月
例
会
（
28
日
　
審
査
の
み
実
施
　
中
西
勉
審
査
会
員
選

考
）

①
成
田
正
利
②
鳴
海
明
・
山
谷
茂
③
鳥
海
政
史
・
鳴
海
明
・
成

田
正
利
（
入
選
）
吉
井
良
平
・
齋
藤
ま
す
み
2
点
・
太
田
秀
樹

ほ
か三

　
笠
　
支
部
長
　
伊
藤
修
身

▽
9
月
例
会
（
24
日
　
加
賀
谷
重
雄
審
査
会
員
選
考
）

①
古
平
文
男
②
高
橋
英
昭
③
河
会
外
志
④
澤
田
住
子
⑤
高
橋
英

昭▽
支
部
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
（
加
賀
谷
重
雄
選
考
）

（
推
薦
）
高
橋
英
昭
（
特
選
）
澤
田
住
子
・
伊
藤
修
身

（
入
選
）
河
会
外
志
・
高
橋
英
昭
・
澤
田
住
子
・
伊
藤
修
身
・

谷
内
純
哉
2
点
・
古
平
文
男
2
点
ほ
か

釧
　
路
　
支
部
長
　
石
川
　
隆

▽
9
月
例
会
（
30
日
　
片
岡
洋
市
審
査
会
員
選
考
）

①
蝦
名
　
昇

②
松
坂
正
彦

③
松
本
紀
幸

④
水
野
敏
幸

⑤
高
橋
米
子

⑥
山
口
良
雄

▽
11
月
例
会
（
11
日
　
佐
藤
武
治
審
査
会
員
選
考
）

①
松
坂
正
彦
②
蝦
名
昇
③
山
口
良
雄
④
長
尾
芳
文
⑤
松
本
紀
幸

⑥
橋
本
憲
一

札
　
幌
　
支
部
長
　
難
波
　
江

▽
10
月
例
会
（
15
日
　
山
下
智
審
査
会
員
選
考
）

①
見
野
則
幸
②
掛
村
一
憲
③
米
澤
三
千
代
④
林
繁
造
⑤
浦
崎
毅

子
⑥
落
合
英
男
⑦
板
垣
功
⑧
高
橋
あ
や
子
⑨
府
中
紀
一
⑩
脇
田

健
司

▽
11
月
例
会
（
19
日
　
山
本
純
一
選
考
）

①
安
田
敏
彦
②
梅
浦
崎
毅
子
③
見
野
則
幸
④
飯
高
光
紀
⑤
林
繁

造
⑥
掛
村
一
憲
⑦
府
中
紀
一
⑧
梅
澤
勇
二
⑨
落
合
英
男
⑩
片
岡

真
弓

余
　
市
　
支
部
長
　
一
戸
弘
利

▽
9
月
例
会
（
18
日
　
審
査
互
選
）

①
③
③
④
④
後
藤
芳
江
②
②
③
④
石
岡
誠
三

恵
　
庭
　
支
部
長
　
西
澤
　
實

▽
9
月
例
会
（
13
日
　
審
査
互
選
）

①
吉
村
登
美
子
②
前
田
敏
雄
・
西
澤
實
・
中
岡
正
美
⑤
加
藤
憲

秋
・
菅
原
恵
子
・
中
村
征
子

▽
10
月
例
会
（
13
日
　
審
査
互
選
）

①
吉
村
剛
・
佐
野
ミ
ヨ
③
吉
村
登
美
子
④
中
村
征
子
⑤
前
田
敏

雄
・
西
澤
實
・
神
能
俊
行

▽
11
月
例
会
（
8
日
　
選
考
互
選
）

①
西
澤
實
②
加
藤
憲
秋
③
森
崎
義
和
④
今
荘
義
弘
⑤
吉
村
剛

岩
見
沢
　
支
部
長
　
鈴
木
佳
夫

▽
5
月
例
会
（
12
日
　
審
査
互
選
）

①
中
神
由
美
子
②
鈴
木
佳
夫
③
木
村
克
己
④
中
神
由
美
子
⑤
上

口
建
作
⑤
松
本
久
子

▽
7
月
例
会
（
14
日
　
審
査
互
選
）

①
袰
田
祥
健
①
鈴
木
佳
夫
③
中
神
由
美
子
④
上
口
建
作
⑤
山
崎

正
義

▽
8
月
例
会
（
11
日
　
審
査
互
選
）

①
岩
井
郁
美
①
槙
野
紘
一
③
山
崎
正
義
③
上
口
建
作
2
点
③
松

本
久
子

▽
9
月
例
会
（
8
日
　
審
査
互
選
）

①
上
口
建
作
①
鈴
木
佳
夫
③
鈴
木
佳
夫
③
木
村
克
己
2
点

▽
10
月
例
会
（
13
日
　
審
査
互
選
）

①
松
本
久
子
①
槙
野
紘
一
2
点
①
中
神
由
美
子
⑤
山
崎
正
義
⑤

鈴
木
佳
夫
⑤
松
本
久
子
⑤
上
口
建
作

▽
11
月
例
会
（
10
日
　
審
査
互
選
）

①
木
村
克
己
②
岩
井
郁
美
②
松
本
久
子
④
松
本
久
子
④
鈴
木
佳

夫

○
風
の
記
録
写
真
展（
二
人
展
）を
終
え
て

　
個
展
を
開
催
す
る
ま
で
に
至
る
ま
で
に
は
先
輩
諸
先
生
の
貴

重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
ま
た
、
個
展
の
一
大
仕
事
を
成
し

遂
げ
る
に
は
沢
山
の
人
達
の
無
償
の
行
為
の
積
み
重
ね
が
あ
っ

た
上
で
成
り
立
っ
て
い
る
事
に
気
が
つ
き
心
か
ら
感
謝
し
た
次

第
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
中

で
の
写
真
展
で
し
た
が
同

開
催
さ
れ
た
旭
川
支
部
と

の
相
乗
効
果
も
あ
り
大
勢

の
皆
様
に
訪
れ
て
頂
き
ま

し
た
。

　
最
終
日
に
若
い
二
人
連

れ
の
方
か
ら
帰
り
際
に
手

渡
さ
れ
た
メ
モ
に
「
優
し

い
静
か
な
写
真
が
、
心
を

暖
か
く
し
て
く
れ
ま
し

た
、
素
敵
な
時
間
で
癒
さ

れ
ま
し
た
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
心
の
こ

も
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
あ

り
、
私
ど
も
の
心
も
ほ
っ
く
り
と
暖
か
い
も
の
を
感
じ
て
あ
ら

た
め
て
、
写
真
展
を
行
う
こ
と
の
意
義
を
強
く
受
け
止
め
た
次

第
で
す
。

　
四
半
世
紀
近
く
撮
り
続
け
て
き
た
写
真
か
ら
求
め
得
た
、

其
々
自
分
ス
タ
イ
ル
の
個
展
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
た
め
開
催
予
定
が
半
年
以
上
遅
れ
た
写

真
展
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
、
皆
様
方
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

旭
川
支
部
会
友
　
阿
部
三
重
子
・
伊
藤
勝
利

10月例会1位「ゆうぐれどき」
カラー　山本 義則

11月例会1位「まなざし」
モノクロ　北 宏保

9月例会1位「砂塵を上げて」
カラー　蝦名 昇

9月例会1位「雪あそぶ」
カラー　後藤 芳江
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